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である 従って,∫ (″ )は ″=0で微分可能である

(2)こ の問題|ま授業で扱った /2≠ 0の時, 」堅1主三L二塁2=生菫里λ三二0=sinlで

あるが,
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問題 2.1の解答例

(1)ん ≠0の時,

は存在 しない (授業で扱った有名な事実 ) 従って,∫ (α )は ″=0で微分可能では
ない

問題

証明

∫
′
(″)=2α sinl_cos l

″     ω

∫(″ )の ″=oでの微分可能性を考える ん≠oの時,

解答例,コ メント等

である

なので ,
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2.2の解答例

(1)ω ≠0の時,ノ (″ )は明らかに微分可能で,

訃
=Ψ =施 n:
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従って,ノ (″)は ″=0で微分可能で,ノ′
(0)=0以上より,ノ (α )は R上微分可能

で,導関数は
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″≠0の時
,

c=0の時

である

ノ(″)は ″=0
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問題 2.3の解答例

証明 ∫(α )が la,切 上び 級なので,|∫
′
(・)は閉区間レ,司 上連続であるから,|∫

′
(ω )

は閉区間レ,司 で最大値を持つ.

ν=肥
高 ∫

′
(″ )

とおく ″≠νの場合を考える。(ω =ν の時は示すべき不等式の両辺はoとなり成
立する )平均値の定理より,″ とυの間の数cが存在して,

∫(″ )一 ∫し)=/(c)(″ ―ν)

が成り立つが, ∫
′
(C)≦ 21fよ り,

|∫(Z)一 ノ(ν)=∫′
(c)|″ ―υ≦』イω―υ

である。(_lfは ″,υ に依存しない事に注意する )従って,L=ν とすれば,示す
べき不等式が得 られる。 □

問題 2.4に ついて

ロピタルの定理を用いて不定形の関数の極限を求める計算問題である。ロピタ
ルの定理を適切な回数 (不定形が解消される最低の回数)適用すればよい.答は,

(⇒ :,9)0

問題 2.5について

この問題は,テイラーの定理をα=oの場合に (つ まリマクローリンの定理を)

具体的な関数に適用するだけの計算問題である。(た 階導関数を求めて書き下すだ
けである.)一部は授業で扱った .


